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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蒸発式加湿器であって、
　水タンクと、
　前記水タンクからの水を吸収するように構成される芯ユニットと、
　ファンハウジング内に設けられ、エアフローが前記芯ユニットを通って流れるようにす
るファンユニットとを有し、
　前記ファンハウジングは、上部カバーユニットの外周に隣接する外側部分において少な
くとも１つの環状空気出口を規定し、
　前記芯ユニットは、芯と、前記芯を取り付けるための芯ホルダと、前記水タンクにおけ
る水位と関連付けるために前記芯ホルダに設けられたフロートとを有し、
　前記芯ホルダは、前記フロートが移動するように構成される略垂直ガイドを形成し、前
記フロートは、前記芯ホルダに収まり、前記芯ホルダは、前記フロートから上昇力を体験
したときに変動しないほど十分な重さである、蒸発式加湿器。
【請求項２】
　前記上部カバーユニットの底面壁は、前記ファンユニットのファンが回転したときに前
記ファンハウジング中のエアを前記環状空気出口に向かって流れるように指向するための
空気力学的設計の全体形状を有する、請求項１に記載の蒸発式加湿器。
【請求項３】
　前記空気力学的設計は、凸形状の流線型設計である、請求項２に記載の蒸発式加湿器。
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【請求項４】
　前記ファンユニットは、モータと、前記モータを作動させるためのアクチュエータとを
有し、
　作動中において、前記フロートは、前記水タンク内の水により浮揚されるように前記芯
ホルダ内に設けられ、従って、当該蒸発式加湿器の動作は、前記水タンクにおける水位に
少なくとも部分的に基づいて制御される、請求項１に記載の蒸発式加湿器。
【請求項５】
　前記アクチュエータは、前記水位が水位閾値より低くなった後しばらくの間、前記モー
タを動作中のままにし、その後、前記モータを停止するように構成される、請求項４に記
載の蒸発式加湿器。
【請求項６】
　前記アクチュエータは、
　前記フロートの検出された高さが予め決められた高さまで若しくはそれより高い場合に
前記モータを作動させる、センサベースのアクチュエータ、又は、
　前記フロートが接触コンポーネントに衝突した場合に前記モータを作動させる、接触コ
ンポーネントである、請求項４に記載の蒸発式加湿器。
【請求項７】
　当該加湿器の外部空気湿度を検出するための湿度センサが、新たに湿らされた出ていく
空気から分離され、この空気によっては干渉されないように、当該蒸発式加湿器の外部ハ
ウジング上に設けられる、請求項１に記載の蒸発式加湿器。
【請求項８】
　前記ファンユニットが第１の時間期間の間動作した後にのみ前記外部空気湿度の検知が
実行されること、及び／又は、検知された外部空気湿度の測定値が前記ファンユニットが
動作を停止した後の第２の時間期間の間停止されることを保証するように構成されたプロ
グラム制御ユニットを更に有する、請求項７に記載の蒸発式加湿器。
【請求項９】
　前記プログラム制御ユニットは、検知された外部空気湿度が予め設定された湿度より低
いときに、前記ファンユニットを自動的に作動させるように更に構成される、請求項８に
記載の蒸発式加湿器。
【請求項１０】
　請求項１－９のうちいずれか一項に記載の蒸発式加湿器と、
　前記蒸発式加湿器に結合された主制御ユニットとを有し、
　前記主制御ユニットは、前記蒸発式加湿器の動作を自動制御するように構成される、屋
内気候制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、蒸発式加湿器及び斯様な蒸発式加湿器を用いた屋内気候制御システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　加湿器は、単一の部屋又は住宅全体における湿度（水分）を増大させる器具である。
【０００３】
　最も一般に用いられている加湿器は、水タンク、水に浸された芯（wick）及び芯の隣に
あるファンを含む、蒸発式又はウィック式加湿機である。タンクは、動作の前及び／又は
その間に満たされる水の収容タンクであり、水分出力のための水を供給する。芯は、タン
クから水を吸収するフィルタ、水吸収媒体、又は、水スクリーンである。ファンは、芯を
通過し、部屋に水分を運ぶエアフローを生成し、それ故、芯の範囲内の水の蒸発及び湿度
の強化を支援する。
【０００４】
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　蒸発効率要求のために、従来の蒸発式加湿器は、通常、湿らされた空気を加湿器の外へ
再指向するためにファンの回転面のほぼ全体に延在するファンハウジング及び対応する大
面積格子内に設けられた大きなファンを含む。この従来の蒸発式加湿器は、蒸発式加湿器
の上面が全体的に格子により占有されるので、大きなユーザインタフェース装置を可能に
しないという欠点を有する。更に、ファンの端で湿らされた空気をファンの中央に再指向
するための大面積格子又は他の試みは、ファンハウジングの圧力降下を増大させ、ファン
の効率を低減し、ファンの大きいノイズをもたらし、それ故、蒸発式加湿器の効率評価を
低下させる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、改良されたエアフローパス及び効率評価を有する新たな蒸発式加湿器の必要性
が存在する。
【０００６】
　本発明は、前述された１又はそれ以上の欠点を全体的又は部分的に克服することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　幾つかの実施形態によれば、水タンク、芯ユニット及びファンユニットを有する蒸発式
加湿器を提供される。芯ユニットは、水タンクからの水を吸収するように構成される。フ
ァンユニットは、ファンハウジング内に設けられ、エアフローが芯ユニットを介して流れ
るように構成される。ファンハウジングは、上部カバーユニットの外周に隣接する外側部
分において少なくとも１つの環状空気出口を規定する上部カバーユニットを有する。環状
空気出口は、より大きな中央ユーザインタフェースユニット（ＵＩ）を可能とし、これは
、ユーザによりよく受信され得る。加えて、ユーザが手でＵＩを操作するときには、ユー
ザの手首は直観的に空気フローの強度を感知することができ、その結果、ユーザは、イン
ジケータを見ることができない場合（例えば、ユーザが盲目である場合、又は、何かがユ
ーザの視野をブロックしている場合）も、加湿速度を制御することができる。
【０００８】
　本発明の一例によれば、上部カバーユニットの底面壁は、ファンが回転したときにファ
ンハウジング中のエアを環状空気出口に向かって流れるように指向するための空気力学的
設計の全体形状を有する。
【０００９】
　本発明の一例によれば、空気力学的設計は、略Ｕ形状、略Ｖ形状又は略台形の形状のよ
うな、凸形状の流線型設計である。
【００１０】
　本発明の一例によれば、大面積ユーザインタフェースユニットは、上部カバーユニット
上に取り付けられ、環状空気出口により囲まれる。環状空気出口により囲まれたこのＵＩ
によれば、ユーザは、手首により空気が出るのを感じることができ、これは、出ていくエ
アフローの強度をユーザが良好に感じるための極めて便利な手段であり得る。代わりに又
は追加的に、ユーザは、ＵＩ上のインジケータ（例えば、ＬＥＤ）を見ることもでき、こ
れは、エアフローの強度の視覚的な表示を与える。本発明の一実施形態において、より強
いエアフローは、より高い加湿速度をもたらし、逆もまた同じである。
【００１１】
　本発明の一例によれば、芯ユニットは、芯と、芯を取り付けるための芯ホルダと、水タ
ンクにおける水位と関連付けるために芯ホルダに設けられたフロートとを有し、ファンユ
ニットは、モータと、モータを作動させるためのアクチュエータとを有し、作動中におい
て、フロートは、フロートが芯ホルダによりガイドされて水タンク内の水により浮揚され
るように、芯ホルダ内に設けられ、従って、蒸発式加湿器の動作は、水タンクにおける水
位に少なくとも部分的に基づいて制御される。



(4) JP 6235007 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

【００１２】
　本発明の一例によれば、アクチュエータは、水位が水位閾値より低くなった後しばらく
の間、モータを動作中のままにし、その後、モータを停止するように構成される。
【００１３】
　本発明の一例によれば、アクチュエータは、フロートの検出された高さが予め決められ
た高さまで又はそれより高い場合にモータを作動させる、センサベースのアクチュエータ
、又は、フロートが接触コンポーネントに衝突した場合にモータを作動させる、接触コン
ポーネントであり得る。
【００１４】
　本発明の一例によれば、フロート及び／又は芯は、容易にクリーニングするために芯ホ
ルダから除去され得る。
【００１５】
　本発明の一例によれば、芯ホルダは、フロートが移動するように構成される略垂直ガイ
ドを形成する。
【００１６】
　本発明の一例によれば、動作中のフロートは、数ミリメートルの範囲で変位を変動させ
得る。
【００１７】
　本発明の一例によれば、フロートは、芯ホルダに収まる（クリック（click）する）。
【００１８】
　本発明の一例によれば、芯ホルダは、フロートから上昇力を体験したときに変動しない
ほど十分な重さである。
【００１９】
　本発明の一例によれば、部屋の外にある外部空気湿度を検出するための湿度センサが、
新たに湿らされた出ていく空気から分離され、この空気によっては干渉されないように、
蒸発式加湿器の外部ハウジング上に設けられる。
【００２０】
　本発明の一例によれば、蒸発式加湿器は、蒸発式加湿器内部の湿らされた空気によりも
たらされる測定値の激しい増加によりユーザを混乱させないように、ファンユニットが第
１の時間期間の間動作した後にのみ外部空気湿度の検知が実行されること、及び／又は、
検知された外部空気湿度の測定値がファンユニットが動作を停止した後の第２の時間期間
の間停止されることを保証するように構成されたプログラム制御ユニットを更に有する。
【００２１】
　本発明の他の例によれば、第１及び／又は第２の時間期間は１０分である。
【００２２】
　本発明の更に他の例によれば、プログラム制御ユニットは、検知された外部空気湿度が
予め設定された湿度より低いときに、ファンユニットを自動的に作動させるように更に構
成される。
【００２３】
　また、本発明は、前述した蒸発式加湿器と、蒸発式加湿器に結合された主制御ユニット
とを有する屋内気候制御システムであって、主制御ユニットは、蒸発式加湿器の動作を自
動制御するように構成される、屋内気候制御システムを提供する。
【００２４】
　このタイプの蒸発式加湿器の他の目的、利点、特定の効果及び新規な特徴は、本発明の
好ましい実施形態を参照して以下でより詳細に述べられる。しかしながら、本発明の基本
となる概念が、芯を介したエアフローを強制する空気排出システムを用いる他のタイプの
加湿器においても有利に用いられ得ることが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一例による組み立てられた状態の蒸発式加湿器１００の概略構造図であ
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る。
【図２】図１における蒸発式加湿器１００の上側部分１１０の概略構造図である。
【図３】図１における蒸発式加湿器１００の下側部分１２０における芯ユニット１２０１
の概略構造図である。
【図４】図１における蒸発式加湿器１００の下側部分１２０における水タンク１２０２の
概略構造図である。
【図５】本発明の一実施形態による蒸発式加湿器の完成した製品図である。
【図６】図５の概略的な上面図である。
【図７】本発明による湿度表示を制御するための方法を示す概略ブロック図である。
【図８】本発明によるファンの回転を制御するための方法を示す概略的なブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１－４によれば、本発明の一実施形態による蒸発式加湿器１００は、上側部分１１０
及び下側部分１２０を有する。ファンユニット１１０１が上側部分１１０に設けられる一
方で、水タンク１２０２及び芯ユニット１２０１が下側部分１２０に設けられる。芯ユニ
ット１２０１は、水タンク１２０２から水を吸収するように構成され、ファンユニット１
１０１は、ファンハウジング１１０２内に設けられるとともに、エアフローに芯ユニット
１２０１を介して流れさせるように構成される。
【００２７】
　ファンユニット１１０１は、ファン１１０１１と、電気モータ１１０１２と、モータ１
１０１２を作動させるためのアクチュエータ１１０５とを含む。ファンハウジング１１０
２は、上部カバーユニット１１０３の外周に隣接する外側部分において少なくとも１つの
環状空気出口１１０４を規定する上部カバーユニット１１０３を有する。上部カバーユニ
ット１１０３の底面壁１１０３１は、ファン１１０１１が回転したときに環状空気出口１
１０４に向かって流れるように、例えばファンハウジング１１０２の中心に、ファンハウ
ジング１１０２内の空気を指向するための空気力学的な設計の全体形状を有する。空気力
学的な設計は、略Ｕ形状、略Ｖ形状又は略台形の形状のような、凸形状の流線型設計であ
る。ＵＩ１１０６をもつ大面積ユーザインタフェース（ＵＩ）ユニット及びＵＩ１１０６
の表示を制御するための制御回路１１０７は、上部カバーユニット１１０３上に取り付け
られ、環状空気出口１１０４により囲まれる。環状空気出口１１０４により囲まれたこの
ＵＩ１１０６により、ユーザは、外に出る空気を手首により感じることができ、これは、
ＵＩ１１０６のインジケータ（ＬＥＤ）を見ることに加えて、ユーザが外に出るエアフロ
ーの強度を良好に感じるための極めて便利な手段であり得る。
【００２８】
　芯ユニット１２０１は、芯１２０１１と、芯１２０１１を取り付けるための芯ホルダ１
２０１２と、水タンク１２０２における水位と関連づけるための、芯ホルダ１２０１２に
設けられたフロート１２０１３とを有する。動作中、フロート１２０１３は、水タンク１
２０２において水により浮揚するように、芯ホルダ１２０１２に設けられ、従って、蒸発
式加湿器１００の動作は、水タンク１２０２における水位に少なくとも部分的に基づいて
制御される。芯ホルダ１２０１２は、フロート１２０１３が移動するように構成される略
垂直ガイドを形成する。
【００２９】
　アクチュエータ１１０５は、水位が水位閾値より低くなった後しばらくの間モータを実
行させたままにして、その後、モータを停止するように構成される。アクチュエータ１１
０５は、フロートの検出された高さが予め決められた高さまでの場合又はそれより高い場
合にモータを作動させるセンサベースのアクチュエータ、又は、フロート１２０１３（例
えばその球形状の先端部分１２０１４）が接触コンポーネントに衝突した場合にモータ１
１０１２を作動させる接触コンポーネント（例えば接触スイッチ）であり得る。
【００３０】
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　フロート１２０１３及び／又は芯１２０１１は、容易にクリーニングするために芯ホル
ダ１２０１２から除去され得る。動作中のフロート１２０１３は、数ミリメートル（例え
ば５－１００ｍｍ）の範囲において変位を変動させ得る。好ましくは、フロート１２０１
３が芯ホルダ１２０１２にクリックし、芯ホルダ１２０１２は、フロート１２０１３から
上昇力を体験したときに浮かないほど十分重い。
【００３１】
　加湿器から外部の空気湿度を検出するための湿度センサ１５０（図１に示される）は、
新たに湿らされて出て行く空気から分離され、斯様な空気により干渉されないように、蒸
発式加湿器１００の外部ハウジング１３０上に設けられる。具体的には、及び、手本とな
るように、湿度センサ１５０は、一方側が外部の空気を入れるために小さな穴をもち、他
方側がファンの負圧力側に接続された経路内に設けられ得る。逆流防止コンポーネント（
例えば、逆止弁又は逆流防止フラップ）は、エアフローが逆流するのを阻止するために経
路内に設けられてもよく、それ故、ファンの負圧力側の湿らされた空気はセンサの正確な
測定に影響を与えないだろう。
【００３２】
　水タンク１２０２は、外気が水タンク１２０２に流れるのを可能にする空気入口格子１
２０２１と、ユーザが水タンク１２０２における水位をまっすぐに観察するための表示窓
１２０２２とを含む。
【００３３】
　図７－８に示すように、湿度センサの正確な測定を保証するために、ソフトウェアアル
ゴリズムは、ファンが固定された時間期間の間動作した後にのみ測定値が表示／使用され
ることを保証するように採用され得る。これは、湿らされていない外部空気がセンサを介
して引き込まれ、正確な測定値が供給されることを保証する。ファンが停止した場合、プ
ロダクト内部の湿った空気は、湿度センサでの測定値が上昇することをもたらし得る。ま
た、ソフトウェアは、湿度の不正確な表示を阻止するためにディスプレイを一時的にフリ
ーズさせることができる。この点について、本発明による蒸発式加湿器１００は、蒸発式
加湿器１００内部の湿らされた空気によりもたらされた測定値の急激な増加によりユーザ
を混乱させないように、ファンユニット１１０１が第１の時間期間の間動作した後にのみ
外部の空気湿度の検知が実行されることを保証するように構成され、及び／又は、検知さ
れた外部の空気湿度の測定値がファンユニット１１０１が動作を停止した後の第２の時間
期間の間フリーズされるように構成される、プログラム制御ユニット（図示省略）を更に
有する。
【００３４】
　具体的には、図７に示すように、湿度は、ステップ７０１において計算され、ステップ
７０２において表示される。ステップ７０３，７０４，７０５及び７０６は、ファンが停
止したときに生ずる湿度の上昇に対処するためのプログラムの部分である。より具体的に
は、ステップ７０３は、ファンが１０分を超える間回転しているかどうかを決定する機能
を実行し、回転している場合には、ステップ７０１に戻り、そうでなければ、湿度が設定
値より低いかどうかを決定し（ステップ７０４）、低い場合は、ステップ７０１に戻り、
そうでなければ、ディスプレイをフリーズさせ（ステップ７０５）、そして、湿度を再計
算し（ステップ７０６）、ステップ７０３に戻る。
【００３５】
　プログラム制御ユニットは、検知された外部空気の湿度が予め設定された湿度より低い
ときに、ファンユニット１１０１を自動的に作動させるように更に構成される。図８に示
すように、ステップ８０１－８１０の機能は以下の表１に記載され、ファンの速度１は速
度２より大きい。
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【表１】

【００３６】
　組立て及び動作において、第１に、水は、水タンク１２０２に注入される。第二に、フ
ロート１２０１３及び芯１２０１１が芯ホルダ１２０１２に取り付けられ、それ故、芯ユ
ニット１２０１を形成する。そして、芯ユニット１２０１は、水タンク１２０２内に置か
れ、それ故、蒸発式加湿器１００の下側部分１２０を形成する。最後に、蒸発式加湿器１
００の上側部分１１０は、蒸発式加湿器１００の下側部分１２０とともに組み立てられる
。図５および６は、環状空気出口５０４を有する蒸発式加湿器５００の完成製品図である
。図５に示された環状空気出口５０４は連続的であるが、環状空気出口５０４が別々に又
は分離して形成され得ることが理解されるべきである。
【００３７】
　図１において矢印１４０で示すように、動作において、蒸発式加湿器１００の外の空気
は、最初に、ファン１１０１１を用いて吸引されるか、又は、蒸発式加湿器１００の外側
ハウジング１３０に対流によって移動される。そして、空気のほとんどの部分は、芯１２
０１１を介して流れることができ、ファンハウジング１１０２に湿度（水分）を運ぶこと
ができる。最後に、湿らされた空気は、上部カバーユニット１１０３の底面壁１１０３１
の空気力学的な設計を用いて、環状空気出口１１０４を介して吹きつけられ、それ故、単
一の部屋又は全体の住宅の湿度を強化する。
【００３８】
　本発明の蒸発式加湿器１００の他の利点、効果及び特徴は、代わりに又は追加的に、よ
り詳細に後述される。
【００３９】
　本発明による蒸発式加湿器１００は、直線面ファンハウジング１１０２を有する。ファ
ン１１０１１は、回転する際に、ファンハウジング１１０２の外縁において、及び、ファ
ンハウジング１１０２の中央でないところで、エアフローを集中させる傾向にある。ファ
ンハウジング端部において、空気は、上向きの螺旋上で非常に速く流れる。それ故、空気
のための最適の出口は、空気が最も速く移動するファン１１０１１の外縁部である。それ
故、本発明において、効率的な空気除去のための比較的小さな環状出口１１０４が生成さ
れる。ファン１１０１１からの空気は、高い出口速度でこの環状出口に集中される。これ
は、以下の複数の利益を与える。
－　加湿器からの湿った空気と部屋内の乾燥空気との混合を促進する螺旋状空気の高い出
口速度。これは、部屋内の湿度の均等な分布を向上させる。
－　格子を用いてファンの端部の空気をファンの中央に速く移動させるよう再指向するの
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を必要としない低ノイズ（これは、ノイズを潜在的にもたらす望ましくない圧力降下を生
成するだろう）。
－　小さな環状出口のみがファンエアのために必要とされる。空気がこの領域において既
に集中されるためである。多くの空間が、洗練されたユーザインタフェース及びＰＣＢを
ファンの上に直接取り付けるために利用可能である。湿度レベル、タイマー機能、水位に
ついての警告及びファン速度制御の自動表示を含む機能ボタンは、ファンの中央にすべて
取り付けられ得る。
－　環状螺旋フローの使用は、高速フローが外縁部に集中されるので、洗練されたユーザ
インタフェースのために用いられるべき大面積の横断面エリアを可能にする。
－　ユーザインタフェースを動作させたときに、ユーザの手首は、高速度の空気にさらさ
れる。これは、製品が効率的に作用しているという安心を与える。
【００４０】
　加えて、下側部分が取り外されてユーザにより洗浄されるので、通常、蒸発式加湿器の
下側部分に任意のアクティブコンポーネントを有することは望ましくない。これを実現す
るために、蒸発式加湿器の上側部分で水タンク設定において水位を検出するための検出ポ
イントを有するフロートシステムが芯ホルダと組み合わせて開発されている。このシステ
ムは、ユーザにより組み立て及び分解するのを非常に容易にする。これは、以下の複数の
利益を与える。
－　芯及びフロートを保持する芯ホルダは、これを水タンクの外へ持ち上げることにより
ユーザにより容易に除去され得る。それ故、下側部分全体は、クリーニングが非常に容易
である。
－　芯ホルダは、フロートからの上昇力を体験したときに浮かないほど十分重く、従って
、下側部分のハウジングにクリップされる必要はない。これは、まさに下側部分のハウジ
ングに置かれる。
－　フロートは、好ましくは、芯ホルダにクリックする単純なプラスチックフロートであ
る。フロートは、クリーニングのために容易に除去され得る。芯ホルダは、上側部分のア
クチュエータを活性化するように、フロートの運動を制限する。
－　芯自体は、湿ったときに柔らかくてもよく、従って、着脱可能な芯ホルダがユーザに
、芯が容易に除去されて所定の位置で洗浄され得るような構造を与える。代わりに、芯は
、ハウジングから容易に外してクリーニングされてもよい。
－　芯及びフロートが除去されたときに芯ホルダ自体が容易にクリーニングされる。
－　また、芯ホルダは、より低い容器に取り付けられる抗バクテリアカートリッジを可能
にするという特徴を与える。カートリッジは、芯ホルダから容易に外され得ない。
【００４１】
　しかしながら、本発明の多数の特徴及び利点は、本発明の構造及び機能の詳細と共に、
前述の説明において記載されたにもかかわらず、開示は、例証を示すのみであり、とりわ
け形状、サイズ、数の問題において詳細の変更が行われてもよく、本発明の原理の範囲内
の部分の構成は、添付の特許請求の範囲が表わす用語の幅広い一般的な意味により示され
ることが理解されるべきである。
【００４２】
　上述の実施形態は、本発明を限定するよりはむしろ例示であり、当業者は、添付の特許
請求の範囲の要旨を逸脱しない範囲で代替実施形態を設計することが可能であることが留
意されるべきである。例えば、ユーザインタフェース１１０６を取り付けるために、ファ
ン１１０１１の出口経路に渡る幾つかの機械的取り付け部材（図示省略）が必要である。
しかしながら、これは、ファン１１０１１からのフローに大幅に影響を与えない３つほど
の薄い接続ブリッジ（図示省略）により実現され得る。
【００４３】
　請求項において、"有する"という単語は、請求項又は詳細な説明に記載されていない要
素又はステップの存在を除外するものではない。要素の単数表記は、複数の斯様な要素の
存在を除外するものではない。幾つかのユニットを列挙する装置に係る請求項において、
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これらのユニットの幾つかは、ハードウェア又はソフトウェアの全く同一のアイテムによ
り具現化され得る。第１，第２及び第３等の単語の使用は、任意の順序を示すものではな
い。これらの用語は名前と解釈されるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】 【図８】
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